
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害は「個人の問題」では 

ありません 

 長い間、「障害は個人の問題」と考えられてきました。そ

のため、特別な訓練や指導によって障害のある人を変え

て社会に適応させていくことが大切、と考えられてきました。  

2011（平成23）年に改正された「障害者基本法」では、

それまでとは違った考え方が示されました。  

身体障害や知的障害、精神障害などのある人たちの日

常生活や社会参加を困難にしているのは、社会の中にあ

るさまざまな障壁（バリア）であることが明記されたのです。

その障壁をなくして、誰もが安心して暮らしていける地域社

会を創っていきましょう。 

社会的障壁とは 

どんなものか 

 「障害者基本法」の中で、社会的障壁は、次のように規

定されています。 

（第2条 定義） 

「障害がある者にとつて日常生活又は社会生活を営む

上で障壁となるような社会における事物、制度、慣行、

観念その他一切のもの」 

段差や狭いトイレといった物理的なバリア、情報が少な

いなどの文化情報上のバリア、差別や偏見といった心の

バリア等があります。 

これらのバリアがなくなれば、障害のある人たちが、地

域の中で安心して暮らしていけるようになります。 

市民の 

みなさんへ 
長年、障害者の家族として生きるなかで、私た

ちは、障害者本人を一人のかけがえなのない個

人として尊重し、その人権を守っていくことの大切

さを、身をもって学びました。 

そこで、障害者の家族として、市民のみなさん

にお願いします。 

ぜひ障害のある人たちと身近に関わり、その人

自身をよく理解してください。そして、障害者に対

するバリアを取り除くために共に歩んでください。 

障害者本人や家族と市民のみなさんが心を合

わせて歩むことで、はじめてバリアをなくしていけま

す。バリアのないまちは、障害者の生きやすいまち

です。 

障害者にとって生きやすいまちは、どの人にとっ

ても生きやすい、“共生のまち”です。 

白山市共生のまちづくり推進協議会 

（ノーマネットはくさん） 

家族部会 

令和８年３月発行 

障

害
のあ

る人の家族のつどい
に

参加しませんか 

 私たち障害のある人の家族が2か月に一度集ま

って、障害との関わりや日常の課題を話し合う中

で悩みや不安をひとりで抱え込まず、みんなで共

有して解決策や新たな発想につなげていきます。

個人で解決できない地域課題は「ノーマネットは

くさん」を通じて市の福祉行政につなげます。 

障害の種別や団体加盟の有無などを問わず、ど

なたでも参加できますので、ぜひ顔を出してみて

ください。 

《問い合わせ》 

白山市健康福祉部障害福祉課 

住所：924-8688 白山市倉光二丁目1番地 

電話：（076）274-9526 

FAX：（076）275-2211 

Mail：syougaifukushi@city.hakusan.lg.jp 

絵画提供：社会福祉法人 あおぞら福祉会 

社会福祉法人 ひびき 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白山市手をつなぐ育成会 

○知的障害者の親・家族や本人、関係者でつくって

いる会です。 

♪目標・活動 

知的障害のある人や家族が地域で孤立しないよう、

健康教室や親子旅行、新年会など、楽しい活動を通じ

て知り合い、日々の悩みを相談したり、学んだりしな

がら、私たちに必要なこと、大切なことを考え、目標

の実現を目指し、取り組んでいます。 

 

♬連絡先 

〒929-0204 白山市平加町ヌ119番地1 

美川福祉ステーション内 

白山市手をつなぐ育成会事務局 

TEL（076）278-7775 

ちよに会 

（精神保健福祉家族会連合会） 

○こころに病いのある人の家族会です。 

○病気を正しく理解するための学習を行います。 

○家族同士が日ごろの悩みを話し合ったり、これ

までの経験で培った知恵を出し合ったりして、

交流を深めます。 

○本人の社会復帰や福祉施策の充実に向けた活動

を進めて行きます。 

 

♬連絡先・事務局 

〒924-0865 白山市倉光八丁目16-2 

社会福祉法人あいの郷 障害者福祉サービス事業所ほほえ

み内 

TEL/FAX（076）274-6209 

 

 

○私たちは、肢体不自由児者が地域で安全に、豊

かに暮らせるように家族同士の絆を深め、子ど

もたちの成長を見守り合うことを目的に活動し

ています。 

♪活動 

全国組織の全肢連や石川県肢体不自由児者父母の

会連合会と連携して、療育相談事業や機関誌の発行、

研修・セミナーに取り組んでいます。 

障害のある人もクリスマス会やカラオケ大会、ボ

ウリング大会等で楽しんでいます。 

♬連絡先 

〒920-8557 金沢市本多町3-1-10 

石川県社会福祉会館内 石川県肢体不自由児協会 

TEL/FAX（076）224-6126 

石川県肢体不自由児者父母の会白山支部 代表 竹田 

TEL090-9769-2896（平日日中のみ） 

 

白山・野々市つながりの会 

○白山市と野々市市に住む、さまざまな障害のある

人の家族が中心となって活動しています。 

○私たちは、障害の有無に関わりなくどの人も大事に

され、一人も取り残されることのない「共生社会」

の実現を願って活動しています。 

○2か月に1回の例会では、それぞれの近況を語り合っ

ています。 

○必要に応じて、行政に要望する活動をしています。 

♬連絡先 

白山市石同新町294-1 社会福祉法人ひびき・すーぷる内  

TEL（076）276-9432 

大事にされるまち

白山市を、いろんな人たちが 

共に生きるまちに 

小さい頃から障害のある子とない子が

共に育ち合う保育や教育がなされるまち

障害のある人とない人が共に働ける場が

あちこちにあるまち

障害のある人が当たり前に

地域の中で暮らし、その中で、

さまざまな出会いを経験できるまち

障害のある人もない人も、お年寄りも

幼い子も外国籍の人も、どの人も大事にされ、

誰もが安心して生きられるまち

白山市がそんなまちになるとうれしいな、 

それが私たちのねがいです。 

石川県肢体不自由児者父母の会 
白山支部 


